
１．会員について
　令和３年度末に退職した45歳以上の現職会員
571人中、566人が退職会員に異動しました。異動
率は99.1%でした。現職会員として対象者420人中、
新たに375人を迎えました。加入率は89.3%でした。
過去5年間の会員の推移は下記のとおりです。
区　　分 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

現職会員（人） 9,706 9,331 9,032 8,767 8,553
退職会員（人） 12,257 12,532 12,766 12,995 13,206
合　　計（人） 21,963 21,863 21,798 21,762 21,759

２．事業の概要
　退教互は、退職した教職員の健康と生きがいを支
援するために、さまざまな事業を行っています。 令
和４年度に実施した事業の概要は以下のとおりです。

（１）教育文化事業（生きがい事業）
　ア．一般事業
事業名 内容 実施時期 参加者

福利相談
法律相談 年間 39件

税・財務相談 年間 37件

退教互は、今年度で設立56年目を迎える互助団体です…退教互は、今年度で設立56年目を迎える互助団体です…
　昨年度末の会員数は、現職会員8,553人、退職会員13,206人、計21,759人となっています。
　退教互の事業の大きな柱である「医療補助金」等の給付事業を中心に、今後も、会員の退職後の福利
の保障と生活の安定に寄与していきたいと考えています。

令和５年度　一般財団法人三重県退職教職員互助会　評議員・役員名簿

評 議 員 本　田  　　　実 現職会員（三重県教職員組合）
評 議 員 小　林  　宏　行 現職会員（三重県小中学校長会）
評 議 員 森　井  　博　之 現職会員（三重県立学校長会）
評 議 員 下　村  　純　也 退職会員（前退教互常務理事）
評 議 員 畠　山  　正　巳 退職会員（前退教互代表世話人）
評 議 員 森　　  　公　子 退職会員（前退教互相談員）
理 事 長 山　門  　　　真 現職会員（三重県教職員組合）
副 理 事 長 山　下  　隆　久 現職会員（三重県小中学校長会）
常 務 理 事 森　田  　　　定 退職会員（元退教互副理事長）
理　　 事 辻　　  　成　尚 現職会員（三重県立学校長会）
理　　 事 寺　沢  　幸　信 退職会員（退教互代表世話人）
理　　 事 庄　下  　亜也子 現職会員（三重県教職員組合）
理　　 事 大　塚  　英　郎 現職会員（三重県公立学校職員互助会）
監　　 事 古　市  　早　苗 退職会員（三重県学校生活協同組合）
監　　 事 黒　田  　喜　昭 現職会員（三重県教職員組合）
監 事 井　岡  　圭　志 退職会員（退教互相談員）

2022（令和４）年度事業と決算のあらまし
　一般財団法人三重県退職教職員互助会の令和４年度決算の概要は次項のとおりです。なお、この決算
については、５月19日（金）に監査を受け、６月８日（木）の第1回理事会および６月22日（木）の定時
評議員会で承認を受けました。
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福利施設
利用補助

指定宿泊施設利用
補助 年間 806件

人材
バンク

「三重の人蔵」
登録者 年間 529人

「三重の人蔵」
活動支援助成金 年間 56校・園

文化教養

熊野古道「馬越峠」11月12日 52人

フラワーアレンジ
メント教室

５月18日 23人

５月26日 12人

園芸教室
11月30日 65人

12月１日 64人

教育文化

ミュージカル
「キャッツ」

８月18日 58人

11月17日 30人

１月25日 35人
歌舞伎

「坂東玉三郎特別公演」10月３日 36人

ニューイヤーコンサート １月７日 91人

スポーツ ゴルフコンペ ５月11日 100人

地区活動

地区の集い
桑名地区以下５地区 ５～６月 420人

他　８地区 中止

イ．地区事業
事業名 内容 実施時期 参加者

地区のつどい
桑名以下５地区 ５～６月 420人

他　８地区 中止

研修旅行 桑名以下３地区 秋 102人

ウ．広報事業
　会員に対する広報事業として、６月・９月・３月
に「退教互だより」（193号～195号）を発行し、退職
会員・遺族会員・各所属に配布しました。

エ．カルチャー事業
　三重県教育文化会館との共催で、「熊野古道を
歩く」やカルチャー教室（会員以外も参加可）を
行っています。

事　業　名 実施時期 参加者

熊野古道を歩く
「馬越峠」 11月12日 52人

（２）退職互助事業（健康を支える事業）
　過去５年間の推移は次のとおりです。「現職会
員数」対「給付対象者数（退職会員・配偶者会
員・遺族会員）」がおよそ１：２の割合となって
おり、今後も医療補助制度を確固たるものとして
維持するためには、給付制度の内容や財源の確保
等、収支両面での検討が必要です。

区分 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度
件数（件） 27,361 28,157 26,433 26,181 26,751
対前年度比 +3.5% +2.9% -6.1% -1.0% +2.2%
金額（千円） 168,919 177,911 170,037 162,288 166,248
対前年度比 +3.1% +5.3% -4.4% -4.6% +2.4%
１件あたり
の金額（円） 6,174 6,318 6,432 6,199 6,215

　退教互では、「医療補助金」の他にも、長寿祝
金（古希・喜寿・米寿・白寿）や、人間ドック受
診補助などの給付事業を行っています。

種　別
令和４年度実績

件数（件） 金額（円）
医療補助金 25,101 156,048,200
遺族医療補助金 1,200 5,700,400
療養見舞金 450 4,500,000
脱退一時金 32 3,694,814
弔慰金（現職） 4 120,000
供華料（退職） 345 6,890,000
長寿祝金 927 9,270,000
ドック補助金（現職） 4,365 13,095,000
ドック補助金（退職） 1,359 9,513,000

合　計 33,783 208,831,414

（３）信用事業（経済を支える事業）
　現職会員への貸付事業は、普通生活貸付５件
2,500千円（前年度９件、4,300千円）でした。
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